
第１７回日米文化教育交流会議（カルコン）共同声明

１９９５年１月１９日・２０日

東京

日米両国の政府、財界、学界はじめ種々の分野の代表により構成される日米文化教育

交流会議（カルコン）は、１９９５年１月１９日及び２０日、東京の国際交流基金本部

において第１７回合同会議を開催した。

第１７回合同会議においては、佐波正一氏（株式会社東芝相談役）及びシアトル・ワ

シントン大学のケネス・パイル教授（歴史、東アジア研究）が議長を務めた。

カルコンは、ケネディ大統領と池田総理大臣との間の合意により、１９６２年に発足

して以来、絶えず日米両国問の文化及び教育に関する活動を検討し、これらの活動に関

する助言と提言を行い、二国間交流についての新しい創造的な方途を探求してきた。カ

ルコンは１９９１年に、これらの活動のうち特に重要なものを特定し、その一層の進展

を実現させる方途を探るワーキング・グループを設置することに合意した。１９９３年

４月にワシントンＤＣ・で開催された第１６回合同会議において「学部学生交流」と

「テレビ及びその他のメディア協力」の二つのワーキング・グループが設置された。

第１７回合同会議には、村山富市日本国内閣総理大臣とビル・クリントン米合衆国大

統領から支援のメッセージが寄せられた。モンデール大使も両パネルに祝辞を述べ、

１月１１日にワシントンＤＣ・で村山総理とクリントン大統領により表明された意見

を踏まえ、教育交流を通じて個人個人のレベルで両国間の緊密な結びつきを深めること

の重要性について語った。合同会議において、両パネルは次の三つの課題につき討議し

た。
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